第十六課　「五十嵐勝さん」
単語
描く

 　 ①画,绘,描绘.

　 　小鳥を描く
　　②〔文章〕描写,描绘.

　 　その文章はいまの世代をよく描いている
③想象

　　　未来を心に描く
斡旋

1 帮助、关照
先生の斡旋で順調にできた
 ②斡旋
双方の間を斡旋する.

3 介绍.
仕事を斡旋する 

値切る

  还价,讲价.

　千円を七百円に値切る
咎める

①责难,责备,挑剔.

　　　気が咎める
　　②盘问.

　　　警官にとがめられる

③红肿,发炎.

　 　傷がとがめて化膿した
  　
掲げる

①悬,挂;升起,举起;打着.

　　　医者の看板を掲げる

②撩起,挑,掀.

　　　すだれを掲げる

　　③刊登,载,登载.

　　　記事を掲げる.

当たる

①碰上,撞上. 

　ボールが頭に当たった 

②命中;说对;猜中. 

　 くじに当たる 

③合适;恰当. 

　 彼に対する非難は当たっていない 

④相当于 

　 この日本語に当たる英語はなんですか 

⑤晒,照. 

 日に当たる 

⑥摸情况，探查情况。
辞書に当たって調べる。 

⑦分配。分派。指定。指派。
当番にあたる。
差し延べる
伸出

　援助の手を差し延べる 
納得 

①理解,领会;同意,信服.

　 納得ができない

2 同意,信服.
お互いに納得すぐできめた決めたことだ　

文法
1 、～もの（もん）だから

“もの（もん）だから”接在活用词连体形后面，表示原因、理由。口语中常用作解释、辩白。后项不能用命令、禁止、劝诱等表达方式结句。相当于汉语的“因为……所以……　　”，“由于……”。
　△彼が本気で言っているものだから、私もまじめに聞くしかない／因为他是一本正经地说的，所以我也只好认真地听。
　△病気になったものだからきのうは学校を休んだ／因为生病了，所以昨天没去学校。
2、～やら～やら
① “やら”是并列助词，接在体言、用言连体形或“用言连体形＋の”后面，表示列举。含有不限于这些，还有其它事物的语气。
　△部屋の中に机やら椅子やら、ベッドやらが、ごちゃごちゃ置いてある／房间里乱七八糟地摆着桌子椅子才床等。
　△あの人は泣くやら笑うやら、たいへんです。／那人又哭又笑的，真够呛。
② 用“～のやら～のやら”的形式并列含相反意义的词，表示不知属于其中的何种情况。后面常接类似“わからない”一类的词。
　△行きたいのやら行きたくないのやら、よく分からない／不知道是去还是不去。
　△このような料理は、味がいいのやら悪いのやらさっぱり分からない／这样的菜，根本就不知道味道好坏。
③ 与表示不确定或疑问的词一起使用，表示不确定或疑问。这种含义的“やら”是副助词。
　△そのことがいつやらはっきり覚えていない／记不清那件事情是哪天了。
　△食事のあとでどこやら遊びに行ったそうだ／吃晚饭之后听说又去哪玩去了。
3、词语“どれもこれも”
　
　“どれもこれも”用于指物，意思和“どれも”相同，只是语气比“どれも” 更强。指人时要用“だれもかれも”，指场所时要用“どこもかしこも”。
　△だれもかれもこの問題ができない／谁都不会做这题。
　△春になると、どこもかしこも緑でいっぱいだ／一到春天，到处都是绿色。
4、副詞“まるで”
① “まるで”表示“完全如此”。用于比喻。时常和比况助动词“ようだ”、“みたいだ”呼应使用，相当于汉语的“简直像……一样”，“宛如……似的”。

　△こんないい成績を取ったにはまるで夢のようだ／取得这么好的成绩简直跟做梦一样。

　△わがままに騒がしくなって、まるで子どもみたいだ／那么任性地吵闹，简直就像个孩子。
② 和否定意义的谓语呼应，表示完全否定。

　△このような事はまるで知らない。／这种事情我一点都不知道
△わたしはそんなやつとはまるで関係がない／我与那种人毫无关系。
5、副詞「まず」
① 表示首先要做的事情。

　△まずこの機械について少々説明します。／首先我来稍微说明下这个机器。

　△まず何か食べましょう／先吃点什么吧。
② 大概，差不多。

　△こう思えば、先ず間違いがないでしょう／这么想大概不会错吧。
　△この状況ではまず大丈夫だ／这种情形大概没事了。
6、～しかない
“しか”是提示助词。以“动词终止形＋しかない”的形式，表示“（没有其它方法）只好……”，“只有……”。
　△お金がないから借りるしかない／没钱，所以只有借。
△なかなかできないのであきらめるしかない／怎么也不会，只好放弃了。
7、～くせに
“くせに”是接续助词，接在“体言＋の”、“活用词连体形”后，表示逆态接续，相当于汉语的“明明……却……”，“尽管……可是……”。这种表达方式比“のに”含有更强的责怪和蔑视的语气。
　△子どものくせに大人のような口調で話す／明明是小孩子却用大人的口吻说话。
△分かるくせに、分からないと言う／他明明知道却说不知道。
８、词语“～破目になる”
 “破目”表示“境地”，“地步”等意。“破目になる”表示落到某种地步，用于贬义。

　△こんな破目になっている癖にまだ大丈夫だと言う／到了这种困境却说不要紧。
　△彼らは苦しい破目に陥っている／他们陷入困境。
９、～あげく
“あげく”接在“动词过去时” 、“名词+の”后面，表示结果。“あげく”表示的结果大多是消极的。后项要用过去式结句。
　△よく考えたあげく、諦めることに決めた／经过再三考虑，最后决定放弃。
　△会議のあげく、こう決まった／会议的结果，这样决定了。
10、副助词“きり”
“きり”接在体言、活用词连体形后，在口语中有时说成“っきり”。
①　表示“それだけ”的意思。

　△一人きりで家にいる／一个人在家。
　△仕事は今日きりで終わる／工作只到今天就结束。
②　用“名词、数词＋きり…ない” 的形式，表示“只”、“仅仅”，和“～しか…ない”的用法相同。　　
　△彼は高いものきり買えなかった／他只买贵东西。
　△そのことばのほんとうの意味が分かるのは彼きりいない／　能懂得那句话的真正含义的只有他一个人。
③ 用“（た）きり”或“（た）きりで”的形式，表示前一动作结束后，再也没有出现其它动作。
　△その時家を出たきりでまだ帰りません／他那个时候出去了就没再回来。　
　△彼は卒業して日本へ行ったきり、もう５年も帰ってこない／他毕业后就去了日本，已经五年没回来了。了。
前文
五十嵐勝さんは日本の船橋市で八百屋を営んでいる。一九八二年ごろから個人的に続けてきた日中友好活動が『人民日報』と雑誌『人民中国』に紹介されたのがきっかけとなって、その業績を描いた映画「北京の西瓜」が大林宣彦監督によって一九八九年に完成され、そして倉石武四郎賞を受賞した。一九九二年に中国留学生後援協会を設立し、その会長となる。

五十嵐勝さんは中国ではもう大変な有名人である。とくに日本に留学した者は誰でも知っている。留学生の成田空港出迎え、保証人引き受け、宿やアルバイトのあっせん、そしてホームパーティー。そのため家業の八百屋がおろそかになり、借金がたまって、店と自宅が競売されそうになったことまである。
会話

記者　　五十嵐さんは熱心に中国人留学生の世話をしてくださるそうですが、そのきっかけはどんなことだったでしょうか。

五十嵐　わたしの店の近くに中国人留学生のための船橋寮というのがありましてね、その留学生たちが野菜を買いに店へ来るようになったのが始まりでした。

記者　　彼らに値切られてアタマヘきたとか…  

五十嵐　そうなんですよ。一束五十円のホウレンソウを二十円も三十円も負けろ、というんです。わたしは商人で金もうけが大好きですからね、いやだなと思いましたよ。それで彼らがやってくるのを見ると、五十円の値札を八十円につけ変えて「まあいいや、五十円に負けとこう」。すると「五十嵐さんがこんなに負けてくれた！」とみんな実にうれしそうな顔をするんですね。そんなことを四、五日やってるうちに、わたしも気が咎めてきました。こんなにわたしを信用してくれる人間がこの世の中にいたのか。それをだましていいものだろうか。信用してくれた人間を手玉に取るようなまねはもう一切やめようと思

った。それ以後はもうけを少なくして、ほんとうに安く売るようにしたもんだから。うちの店に買いに来る留学生がだんだん多くなりました、親しくなっていった、というわけです。

記者　　八九年に五十嵐さんのことを映画にした『北京の西瓜』という作品が公開されましたね。大林宣彦さんの監督で。あの映画は『人民中国』で五十嵐さんのことを紹介した記事から生まれたものとか。

五十嵐　そうなんですよ。たまたま大林さんたちの一行が中国から帰りの飛行機で『人民中国』をめくっていて見つけたんだそうです。  

記者　　あの映画にはとても感動させられました。

五十嵐　映画にも出ていましたが、わたしが初めて寮の忘年会に招かれたとき、みなさんから、「ニイハオ、ニイハオ」と熱烈に歓迎していただきました。テーブルの上には、わたしの店の野菜を材料にした料理がたくさん並んでいます。ギョーザやら、炒め物やら、どれもこれも実にうまかった。

　　

記者　　お宅でもよくパーティーを開いて留学生をよんでくださるそうですが…

五十嵐　月に一回やっています。三十人ぐらい招いてね。この十年でうちのパーティーに出た留学生はおよそ四千人になります。

記者　　それじゃあ、お金が大変でしょう。

五十嵐　狭いところだし、たいしたご馳走はしません。わたしの方でビールやギョーザ、料理の材料をどっさり置いておいて、つくるのは留学生。そのほうが楽しいですよ。

記者　　映画『北京の西瓜』に、五十嵐さんが成田空港で"林正忠様の愛人様歓迎"と書いたプラカードをかかげて待っている場面がありましたが、あれはほんとうのことですか。

五十嵐　そうですよ。留学生やその家族を成田空港へ送り迎えするのも、わたしの重要な仕事になっています。その日、林正忠さんという留学生から「妻が日本に来るのだけれども、荷物が多いので、出迎えに行ってもらえないか」と頼まれました。彼は学校から直接空港へ行き、わたしはワゴン車を運転していくことにしたのです。ところが、飛行機が到着したのに、林正忠さんはまだ来ていません。しかたなくわたしはいつもワゴン車に置いてあるプラカードに「林正忠様の愛人様歓迎」と書き、それをかかげてロビーで待っていました。中国では愛人は配偶者のことだが，日本ではまるで意味が違うでしょう。まわりからニヤニヤ笑われてしまって、あれは閉口した。

記者　　成田空港へ行くとき、お店の方は？

五十嵐　平均して月に四、五回行っています、まず一日仕事ですからね。女房にやってもらうしかない。

記者　　奥さんもたいへんですね。

五十嵐　最初はよく夫婦ゲンカやりました。「おれのやっていることは正しい。だからおれについてこい。女のくせに、文句があるなら出て行け」なんてどなったこともありました。今は喜んでいっしょに留学生の面倒を見ています。

記者　　私に言わせれば、五十嵐さんはまさに「日本の雷鋒」ですね。

五十嵐　何回も中国の人からそう言われましたよ。私はそんな人知らないんで、「雷」という字を見て、「エッ？なんでおれが雷おやじなんだ」と首をひねりましたが。
記者　　留学生のことで商売がおろそかになって借金がたまったため、とうとうお家を競売にかけられる破目になったそうですが…

五十嵐　私はもともと福島から集団就職で上京してきた人間でね、いろいろやったあげく、八百屋商売が当たって、けっこう順調だったんですが、留学生に入れあげて、すっかり落ち目になった。理由が理由だけに、後悔はしませんでしたが、さすがに参りました。日本の『読売新聞』に「日本のお父さん映画化――八百屋はピンチ、それでも意気盛ん」という記事が大きく載りました。まもなく、留学生たちが「五十嵐さん緊急援助会」というのを作り、千円、二千円と出し合って百十六万円の小切手を渡してくれました。借金の額はとてもそんなものじゃなかったですが、留学生たちがせっせとかせいだお金ですからね、涙が出るほどうれしかった。 

記者　　中国からもいろいろあったそうですね。

五十嵐　ええ、北京、上海、天津、南京、そんな大都会ばかりでなく、湖南、福建，江西からも手紙や送金がありました。中国からも援助の手をさしのべてもらえるなんて、考えもしませんでした。

記者　　今度、念願の『中国留学生後援協会』が発足したそうですが、おめでとうございますと言うべきか、ご苦労様と言うべきか…

五十嵐　一人の力ではどうしても限度があります。協会ができて力強い輪となれば、もっと多くの留学生の面倒を見ることができます。

記者　　私も留学生のＯＢとして、心から感謝いたします。

